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Ⅰ．動物実験に関する組織 

機関長 職名 学長         氏名 吉田宗平 

事務担当者 職名 教務課主任      氏名 松尾沙矢香 

 同 連絡先 TEL 072-453-8251 FAX 072-453-0276 
e-mail 

matsuo@kansai.ac.jp 

動物実験委員会 

委員長 
職名 教授       氏名 樫葉 均 

同 委員 職名 教授       氏名 吉田 仁志 

同 委員 職名 教授       氏名 大西 基代 

同 委員 職名 准教授      氏名 深澤 洋滋 

同 委員 職名 准教授      氏名 伊藤 俊治 

  

  

 

 

 

Ⅱ．機関における動物実験の概要 

１．動物実験を行う主たる研究分野 

    ■ 医歯薬学分野         □ 畜産・獣医学分野 

    □ 生物科学分野         □ 理工学分野 

     □ その他（          ） 

 

２．年度ごとに使用した実験動物の種類と概数 

動物種 
概 数 

平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 

マウス 67 63 44 28→37*1 219 

遺伝子改変マウス 25 10 4 49 21 

ラット 709 1018 646 671→678*1 459 

ウシガエル 6 6 6 6 6 

*1：平成 26年度報告において修正した。 

 

 

３．年度ごとの承認された動物実験計画数 

動物実験計画数 
平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 

9件 7件 6件 6*2件 7*3件 

*2：継続の研究計画、3件を含まない。 

*3：継続の研究計画、3件を含まない。 

 

http://www.kansai.ac.jp/info/teacher/medical/teacher38.html
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４．年度ごとの動物実験に関する教育訓練の受講者数 

教育訓練受講者数 
平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26度 

6人 4人 4*4人 5人 3人 

*4：平成 25年度報告において修正した。 

 

５．実験動物飼養保管施設の現況 

 

 

６．特記事項 

（動物実験に関連した、機関の特徴や特殊事情） 

 

関西医療大学・動物実験センターの特殊事情 

本学における動物飼養施設は動物実験センター、１施設のみである。ここ数年、使用する年間

の動物数も 600～1000匹程度であり、きわめて小さな施設である。これまで、実験動物の搬入、

飼養、保管に関しては、それぞれの動物実験責任者（動物実験計画書を提出した者）が責任を持

って行うこととし、動物実験センターの管理・維持等についても、動物実験責任者／実施者と動

物実験センター長および動物実験委員会がお互いに協調しながら運営に努めている。 

 

 本来、「ウシガエル」は実験動物に含まれないが、本学動物実験委員会では「ウシガエル」に

ついても他の実験動物と同様に取り扱っている。 

 

 本学の「動物実験規定」において、動物実験センター主任が実験動物管理者の任に当たること

が定められている。実験動物管理者は獣医の資格を有する者、もしくはこれに準ずる者が適切で

あると考えられるが、本学にはこれに相当する者がいない。本学では動物実験センター長がこれ

を兼任している。 

 

 

施設の名称 管理者の職・氏名 実験動物管理者の職・氏

名（関連資格・経験年数） 

動物種 最大飼養頭数 

（概数） 

動物実験セン

ター 

教授・樫葉均 教授・樫葉均 

（医学博士、経験年数：

動物実験を始めて 29

年） 

マウス 

ラット 

ウシガエル 

120 

60 
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